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● 令和５年度 経営発達支援計画事業 事業報告・評価 

 

 平成２６年６月に小規模支援法が改正され、小規模事業者の持続的発展を支援するために商工会及び商工会議所が、小規模事業者の課題

に対して事業計画の作成や着実な事業の実施を支援すると共に、地域活性化につながる事業を策定し事業者に寄り添って支援する体制を整

えた「経営発達支援計画」を国が認定する制度が導入され、当所では【産業間連携による地域資源の活用】、【人口減少による事業所数の

減少・労働力不足による地域力の低下】、【「個」の競争力ではなく「地域」面としての競争力を高める地域間連携の推進】の地域の課題

を抽出。 

５つの目標方針①小規模事業者の経営力・競争力強化に向けた事業計画作成支援と企業・人材の育成、②小規模事業者数の減少防止に向

けた事業承継・新規創業支援、③人口減少に向けた小規模事業者の労働力確保事業の推進、④地域資源の活用と観光の推進による交流人口

の拡大、⑤支援機関の連携強化と伴走型支援体制の強化に基づき「経営発達支援計画」を策定、関係機関と連携し、令和２年３月１６日に

経済産業大臣から２期目となる事業認定を受け（実施期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日）、地域中小企業・小規模事業者の

方々に対する伴走型支援を実施。 

 

 １．地域の経済動向調査に関すること 【項目判定Ｂ】 

   地域内の景気動向・業界動向の実態を迅速に把握し課題を抽出し経営改善支援に繋げる。経営指導員による巡回訪問を実施し個別課

題を把握する。 

 

調査事業等 ４年度実績 ５年度目標 ５年度実績 判定 ６年度目標 

北見市における景気動向調査 ４回 ４回 ４回 Ａ ４回 

新規学卒者予定初任給調査 １回 １回 １回 Ａ １回 

中小企業振興委員連絡会議 ２回 ３回 ２回 Ｂ ３回 

ビックデータの活用・公表 ０回 １回 ０回  Ｄ 1回 

 

 

２．経営状況の分析に関する事 【項目判定Ａ】 

   各種セミナーの開催により支援を必要とする小規模事業者の掘り起しを行うと共に経営指導員による巡回により経営状況を個別に把

握し、経営改善支援（経営分析件数：５０件）に繋げる。 

 

事業等 ４年度実績 ５年度目標 ５年度実績 判定 ６年度目標 

巡回訪問 ５７４件 － ６４７件 － － 

創業セミナーの開催 ６回 ６回 ６回 Ａ ６回 

各種セミナーの開催 １９回 １６回 １６回 Ａ １６回 

経営分析件数 ７９件 ５０件 １０６件 Ａ ５０件 

専門家相談件数 １２４件 ５０件 １４２件 Ａ ５０件 

 

 

３．事業計画策定支援に関すること 【項目判定Ａ】 

   経営指導員による巡回、地域の経済動向調査、経営状況の分析を活用し数字・データに基づく事業計画策定支援（事業計画策定事業

者：３０社）を実施。創業支援では新規創業計画作成支援（支援者数：２０人）を行う。 

 

事業等 ４年度実績 ５年度目標 ５年度実績 判定 ６年度目標 

巡回訪問 ５７４ － ６４７ － － 

事業計画セミナー・相談会の開催 ２回 ２回 ２回 Ａ ２回 

事業計画策定事業者数 ４４社 ３０社 ５９社 Ａ ３０社 

経営革新セミナーの開催 ０回 １回 ４回 Ａ － 

創業セミナーの開催 ６回 ６回 ６回 Ａ ６回 

創業支援者数 ３８人 ２０人 ４３人 Ａ ２０人 

 

 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること 【項目判定Ａ】 

   経営指導員による巡回指導を定期的に行い、事業計画を策定した事業者が着実に計画を推進できるよう事業者に寄り添った伴走型支

援を行う。また、創業では創業者間の情報交換会を開催し、創業時における課題・悩み等の共有と解決、仲間づくりを図り、開業後の

事業存続率６０％以上を目指す。 

 

事業等 ４年度実績 ５年度目標 ５年度実績 判定 ６年度目標 

巡回訪問 ５７４件 － ６４７件 － － 
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創業支援者数 ３８人 ２０人 ４３人 Ａ ２０人 

事業計画策定事業者数 ４４社 ２４社 ５９社 Ａ ３０社 

創業者間情報交換会の開催 １回 ２回 １回 Ｂ ２回 

第２創業（経営革新）支援者数  － －  － － － 

事業計画実施のフォローアップ 

件数 

７４件 

２７０回 

４４件 

２３４回 

７０件 

２９６回 
Ａ 

５０件 

２５８回 

 

 

５．需要動向調査、新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 【項目判定Ｂ】 

   地域内外における各種展示会・商談会への出展を促し、「バイヤー・来場者の生の声」を収集するなどし、自社商品の認知度・課題

を把握すると共に市場や競合を調査する。 

   食関連では、まちづくり会社やアンテナショップを活用しテスト販売支援等の機会を活かし需要動向調査を行う。 

 

事業等 ４年度実績 ５年度目標 ５年度実績 判定 ６年度目標 

展示会・商談会の開催 

１回 

(北見スイーツ 

 フェア) 

２回 

１回 

(北見スイーツ 

 フェア) 

Ｂ ２回 

（卸・小売業）、（工業・ＩＴ）

等の展示会参加回数 
１回 ４回 １回 Ｄ ４回 

（卸・小売業）、（工業・ＩＴ）

等の展示会出展支援者数 
４社 １４社 ４社 Ｃ １４社 

展示会におけるアンケートの実施 １回 ２回 １回 Ｂ ２回 

ＩＴリテラシー等セミナーの開催 ３回 ２回 ４回 Ａ ２回 

 

 

６．地域経済の活性化に資する取組 【項目判定Ｃ】 

   関係機関との連携による経営支援並びに地域活性化に向けた取組についての情報共有を図ると共に事業の検討を行う。食イベント・

交流人口拡大イベントの開催。中心市街地の活性に向けた空き店舗対策事業の実施。若年者の雇用機会の確保と地域間連携による産業

振興を推進する。 

 

事業等 ４年度実績 ５年度目標 ５年度実績 判定 ６年度目標 

検討会議の開催（融合センター事

務局会議・街コン実行委員会） 
１２回 １４回 １２回 Ｂ １４回 

地産地消フェスタ １回 １回 １回 Ａ １回 

厳寒の焼肉まつり １回 １回 １回 Ａ １回 

北見ぼんちまつり １回 １回 １回 Ａ １回 

きたみｄｅ街コン 
０回（コロナ禍に

より中止） 
１回 ０回 Ｄ １回 

きたみｄｅ婚カツ 
０回（集客でき

ず中止） 
２回 

０回（集客できず中

止・ｱﾝｹｰﾄ調査実施結

果により再考） 

Ｄ ２回 

北見工業大学生に対する企業説明会 １回 １回 １回 Ａ １回 

道内大学生に対する企業説明会 

０回（コロナ禍に

より中止） 

※ガイドブック配

布による地元企業

ＰＲを行った 

― 

０回 

※道内大学訪問・ガイ

ドブック配布、ＨＰに

よる地元企業 PRを

行った 

Ｄ ― 

Ｕ・Ｉターン相談会 
２回（北見市・雇用

創造協議会連携） 
― 

０回 

※道内大学訪問・ガイ

ドブック配布、ＨＰに

よる地元企業ＰＲを

行った 

Ｄ ― 

高校生・専門学校生・大学生の地

元企業見学会 

２回（北見市・雇用

創造協議会連携） 
１回 ０回 Ｄ １回 

まちんなかＳＨＯＷ１０ 実施 継続実施 実施 Ａ 継続実施 



 3 

オホーツク地域６会議所包括連携 

企業説明会１回 

 

大学生及び教員との

意見交換会０回 

事業実施検

討 

企業説明会１回 

 

大学生及び教員との意見交

換会０回 

Ｂ 事業実施検討 

 

 

７．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関する事 【項目判定Ａ】 

   連携機関との懇談会の開催、金融機関との金融懇談会の開催、オホーツク商工会議所経営指導員連絡連絡協議会の開催により情報共

有を図る。 

 

事業等 ４年度実績 ５年度目標 ５年度実績 判定 ６年度目標 

金融懇談会の開催 1回 － １回  Ａ － 

オホーツク商工会議所経営指導員

連絡連絡協議会の開催 
３回 ３回 ３回 Ａ ３回 

 

 

８．経営指導員の支援能力の向上の取組  

   日本商工会議所・北海道商工会議所連合会主催及び中小企業大学校における「支援機関職員研修」等への参加による支援能力の向上

を図る。 

 

研  修 ５年度参加者 

事業継続のための資金繰り支援 １名 

ＢＣＰ・事業継続力強化支援の進め方 １名 

創業支援の進め方 １名 

税務相談対応力向上研修（法人税） １名 

税務相談対応力向上研修（所得税） ２名 

 

 

９．支援ノウハウ等を組織内で共有する体制  

   若手職員に対するベテラン経営指導員とのチーム体制による支援体制の構築を図る。 

 

【判定基準】 

Ａ・・・目標を達成することができた（１００％以上） 

Ｂ・・・目標を概ね達成できた（８０％～９９％） 

Ｃ・・・目標を半分程度しか達成することができなかった（３０％～７９％） 

Ｄ・・・目標をほとんど達成することができなかった（３０％未満） 

 

 

【評価にあたっての注意事項】 

５月連休明けから新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類に下げられたため、事業者に接する機会をもち経営実態を把握するために、

巡回回数を増やした。また、コロナをきっかけとして少なからず地域内事業所にＩＴ活用が意識づけられたため、ＤＸ化に向けてのセミ

ナー等も行い、『伴走型小規模事業者支援推進事業費補助金』の活用と共に連携機関との情報共有等を強化し、小規模事業者に対する伴走

型支援を行った。 

 

令和５年度事業実施前に挙げられた改善点（昨年の評価委員会で指摘事項）の進捗状況について 

① 事業計画策定支援で、経営革新セミナーが開催出来ていないという事があるが理由は何か？ 

⇒以前セミナーは行ったが、集客が厳しかったため本年度はセミナーとしては見合わせ、ＤＸ個別相談会の開催で経営革新支援につなげ

ている。 

 

② 創業促進補助金の活用が増えているのは、創業意欲のある人が増えているという事で良い事だが、反面、事業開始から３～５年で経営状

況により事業継続の判断を迫られる場面が手てくる。この創業後５年くらいまでの経営継続率（生存率）を調査していないか？その期間

で上手く行かなかった場合の要因が抽出できれば、今後の支援に活かせると思う。 

⇒巡回や個別支援でフォローを行い、巡回時に決算書等を確認し、経営状況の分析を行い経営改善支援の取組を強化する。併せて北見市

と連携し、北見市創業促進補助金を活用、創業した事業者の情報共有を図り経営継続支援を展開していく。 

 

【次年度に向けての課題と取組】 

新型コロナウイルス感染症はあるていど沈静化したものの、エネルギー・原材料高騰等により事業者の経営が大変厳しい状況にある事か
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ら、巡回を強化し「伴走型小規模事業者支援推進事業費補助金」の活用等で事業所に対して、引き続き販路を拡大し利益を上げていくフォ

ローアップをしていく。併せて、連携機関との情報共有等を密にして、以下の点を重点に小規模事業者に対する伴走型支援を強化していく

事とする。 

また、令和６年度末をもって当所の第２期経営発達支援計画が終了する事から、令和７年度からの新５か年計画を策定するにあたり北見

市をはじめ各関係機関と連携を図り、地域小規模事業者の経営継続と売上向上、販路拡大等に資する計画づくりをしていく。 

 

① 法定経営指導員を中心に、各種セミナー受講者、金融相談事業者など業務を通じて小規模事業者の掘り起こしを行い、クラウド型経営支

援基幹システム「ＢＩＺミル」を活用して適切な分析を行い、実績を重ねていく。 

 

② 事業計画策定等支援にあたり、国等が提供するＲＥＳＡＳ等を活用し、事業計画の精度を上げ、策定された計画の達成に向けて支援して

いく。 

 

③ 経営分析件数が増加してきた事（金融・創業相談や専門家相談窓口利用等の増加）により、事業計画策定後のフォローアップ件数も伸び

ているが、令和６年度は更にきめ細かくフォローアップを行い、策定した計画に沿った事業の進捗状況を確認し支援していく。また、創

業間もない（開業から５年まで程度）の事業者に対する巡回フォローアップを令和５年度から始めたが、北見市をはじめ関係機関や専門

家等と連携し、引き続き個別相談や巡回訪問を行っていく。 

 

④ 展示会・商談会出展支援事業者については、これまで出展した事業所も含めより多くの小規模事業者に出展を促すと共に、出展事業者の

アウトカムの目標設定を行い、出展効果を高めていくこととする。併せて、ネット販売やＥＣサイト構築等のＤＸ化に対する取組み支援

を行っていく。 

 

⑤  本計画を推進するうえで、北見市との連携を強固にしながら小規模事業者への伴走型支援を実施する。 


